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第八回溶融事故における核燃料関連の課題検討ワーキンググループ 議事録 

 

日 時：平成２５年３月１３日（水） １１：００～１６：３０ 

 

場 所：電力中央研究所 本部 第４会議室 （７１１区） 

    東京都千代田区大手町１－６－１ 大手町ビル７階 

配布資料： 

８－１ 海外における溶融燃料挙動に関する研究の現状 

８－２ 第七回溶融事故における核燃料関連の課題検討ワーキンググループ議事録（案）

８－３－１ 溶融燃料 SWG第五回会合議事録（案）  

８－３－２ 溶融燃料サブワーキンググループ活動報告 

８－３－３ 学会事故調 核燃料部会担当文の骨子（案）  

８－４ 「燃料溶融事故を踏まえた軽水炉燃料に係る研究課題検討」サブワーキンググル

ープ活動報告 

８－５ ＯＥＣＤ/ＮＥＡでのＡＴＦに関するワークショップの概要と各国のＳｉＣ研究   

の現状 

８－６ ＷＧ、ＳＷＧの今後の進め方（案） 

 

出席者（敬称略、順不同）： 

山中、黒崎（阪大）、寺井、鈴木（東大）、檜木（京大）、上村（ＪＮＥS）、永瀬、（原子

力機構）、尾形（電中研）、鈴木（三菱原子燃料）、大脇（ＮＦＩ）、水迫、宇根（ＮＦＤ）、

草ヶ谷（ＧＮＦ－Ｊ）、安部田（ＪＡＮＳＩ）、伊藤（ＮＤＣ） 

                     

議事内容： 

（１）海外における溶融燃料挙動に関する研究の現状 

永瀬委員より資料８－１により、欧米における溶融燃料挙動に関わる研究の現状を

調査した結果が報告された（本内容は春の学会企画セッションで報告される）。ＴＭＩ

事故以降日米でシビアアクシデント（ＳＡ）研究が盛んに行われたが、その後縮小し

たため、欧州（特にフランス）にてＥＵＲＳＡＦＥプログラムを２００３年に立ち上

げ、ＳＡ研究に関するネットワーク（ＳＡＲＮＥＴ－１、ＳＡＲＮＥＴ－２）を継続

しているとして、ＫＩＴ（独）、ＣＥＡ（仏）、ＩＲＳＮ（仏）、ＫＩ（露）、ＳＮＬ（米）

等でのＳＡ実験、解析コードの開発状況が紹介された。 

質疑により、欧州ではＰＷＲ、米国ではＢＷＲ、ロシア等ＶＶＥＲ所有国ではＢ４Ｃ

に関する研究にも力点が置かれていることが確認された。また、ＳＡＲＮＥＴ－２（２

００９－２０１３）では福島事故も取込んでおり、後継プログラムもその方向となる

との見解が示された。解析コード開発の必要性について、報告者より、各国は自前コ



 
 

2 

ードの囲い込みを始めており、日本もＡＳＴＥＣに相当する総合的なもの及び機構論

的な詳細コードを準備する必要性があるとの認識が示された。 

（２）ＷＧ主査挨拶 

ＷＧ主査の山中先生（阪大）より、本ＷＧは開始以来１年半以上経過し、審議を踏

まえて学会事故調へのアウトプットの準備も進んでおり、本日の打合せも有意義なも

のとしたい旨の挨拶をいただいた。 

（３）前回議事録の確認（幹事）（資料８－２） 

幹事より、本日の議題を説明した後、資料８－２に基づいて、第七回溶融事故にお

ける核燃料関連の課題検討ワーキンググループ議事録を説明した。尾形委員より、燃

料溶融ＳＷＧに関する記載において、過去に十分な検討が為されているものの扱いに

関する表現の修正コメントがあり、過去の検討成果を有効に活用する旨の表記に変更

することとした。その他については了承された。 
（４） 溶融燃料サブワーキンググループ活動報告 

燃料溶融サブワーキンググループ（ＳＷＧ）リーダーである尾形委員から、第５回

ＳＷＧ議事録（８－３－１）が紹介された。全体的には計画作業のほぼ半分が終了し

た段階であり、制御材とステンレス鋼の反応挙動等一部についてはほぼ終了。 

ついで、春の学会企画セッションでの報告予定資料（８－３－２）の説明があった。

ＳＡに関する国内外の既往研究を調査し、福島廃止措置や今後のＳＡ対策に核燃料工学

の立場から貢献するのが活動の狙い。調査は炉内総合試験、照射済み燃料の炉外加熱試

験、溶融燃料挙動、個別反応試験、解析コード等、多岐に亘っている。 

質疑により、既に始まっているＪＡＥＡにおける研究の成果等を取込むことが確認さ

れた。 

尾形リーダーより、学会事故調向けの核燃料部会執筆担当部分の骨子（案）（８－３

－２）が紹介された。骨子について了承されたが、ボロンの反応と影響、炉心内調査、

ＦＰ／ＴＲＵの分布状況把握の必要性を追記することとした。 

（５） 燃料溶融事故を踏まえた軽水炉燃料に係る研究課題検討サブワーキンググループ活

動報告 

ＳＷＧ鈴木リーダーより、資料８－４により、活動報告がなされた（本内容も春の

学会企画セッションで報告する予定）。研究課題を、通常／異常／事故時における安全

性向上、福島事故燃料挙動とＳＡ対策、新材料開発、超長期貯蔵時の燃料挙動の４分

野について検討を実施している。 
質疑により、横の連携の重要性（学会事故調の田中主査から、再処理・リサイクル

部会との連携要との発言あり）、トリチウムの炉運転への影響問題、等に配慮すること

が確認された。また、燃料被覆管の開発状況について、単純に○、△、×で表現する

ことへの疑問、妥当性、項目の追加（加工性、組立性、再処理可能性）についてコメ

ントがあり、企画セッション報告では改定することとした。 
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（６）ＯＥＣＤ/ＮＥＡでのＡＴＦに関するワークショップの概要と各国のＳｉＣ研究 

檜木委員により、資料８－５を用いて、ＯＥＣＤ／ＮＥＡが開催したＡＴＦ

（Accident Tolerant Fuel）に関するワークショップ並びに各国におけるＳｉＣ開発

の状況が報告された。ワークショップでの発表の大部分がＳｉＣ被覆管に関するもの

であること、ＤＯＥ、ＣＥＡがＡＴＦ開発に予算を投入して推進しており、ＳｉＣ採

用により、ＳＢＯが生じた際にどれだけ時間を稼げるか、可燃性ガスの発生量、放射

性物質の放出を見極めようとしている。 

質疑により、高温水条件に照射が加わるという条件下でＳｉＣが水素化物化して水

素を発生しないか等、の見極め及び内圧上昇時の耐性検討を早期に行うことの重要性

が確認された。 

（７）その他 

ＷＧの今後の進め方について協議を行い、第９回ＷＧを４月中に行い、ＷＧ報告書の

骨子を纏めること、第１０回ＷＧを８月に開催して報告書を纏めて公開（学会ＨＰに掲

載）してＷＧを終了することが了承された。溶融燃料ＳＷＧについては成果を公刊する

にはもう少し時間がかかるので秋ごろまで継続すること、研究課題検討ＳＷＧについて

は、ＷＧと平行して活動を進めるが、今後より効率的な活動形態を検討することになっ

た。 
以上 


